
１．数値目標による評価 達成

未達

達成見込

119,960 人

125,450 人

115,290 人

122,370 人

750 件

552 件

11,602,200 円

12,740,660 円

達成

目標値の達成度（100％未満） 未達

48,689 人

55,776 人

18 校

18 校

224 校

242 校

982 点

539 点

93 ％

97 ％

95 ％

95 ％

評価基準

昨年度実績

目標値

目標値の達成度（100％以上）

（１）全館共通項目

視点 評価
目標値の設定根拠

特記事項

評価
目標値の設定根拠

達成値 特記事項

企画展・テーマ
展の入場者数

達成
昨年度実績

達成
昨年度実績

達成
昨年度実績

項目 指標
目標値

達成値

1 利用状況 利用者数
年間入館者とアウト
リーチ参加者数

昨年度実績対マスコミ情報
発信件数

3

2 利用状況
常設展観
覧者

年間常設展観覧
者数

達成
昨年度実績

昨年度実績比7,083人（6.1%）増

当該年度予算計上額

項目 指標

入館者

広聴・広報
事業情報
の発信

評価基準

4 利用状況 経営努力
観覧料および事
業等収入額

3

出前授業2 利用状況

昨年度実績比1,138,460円(9.8%)増

未達

達成

昨年度実績

対象変更による減（備品としての定期点検）

目標値の達成度（100％以上）

（２）館別独自項目

視点

1 利用状況

学校団体の博物
館利用校数

達成
平成２３・２４・２７年度実績の平均値

出前授業の実施
校数

達成
昨年度実績

利用状況 団体利用

6 満足度
講座等ア
ンケート

アンケートでの講座
等受講者満足度

4 資料管理 資料点検
年間の点検資料
数

昨年度2～3月分の数字を足して算出

目標値の達成度（100％未満）

施設名　さきたま史跡の博物館　　　　　

　平成２８年度博物館施設評価集計シート　（最終）

5 満足度
常置アン
ケート

アンケートでの
展示満足度

達成

未達
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24人 総予算額

（10人） （人件費を除く）

事業経費

（上記の内数）

特定財源予算額

（うち観覧料収入）

（注）平成２８年度４月１日現在の埼玉県推計人口は7,268,405人である

（平成27年度）

（平成27年度）

年度内に取り組んだ重点事業、新たな取り組み等

①鉄砲山古墳・二子山古墳の発掘と、稲荷山古墳の史跡整備
②埼玉古墳群総括報告書刊行に向けた準備
③収蔵資料等の保存と公開・活用
④テーマ展「新収蔵品展～長瀞綜合博物館からの寄贈資料～」、最新出土品展「地中からのメッセージ」、企画展「埼玉の古墳　１
－比企・入間－」、開催
⑤さきたま講座をはじめとする生涯学習事業の実施
⑥出前授業「なるほど古墳時代」と、自由研究相談窓口「調べてわかる埼玉古墳群」実施
⑦まが玉づくりをはじめとする各種体験事業の実施
⑧利用促進のための広報活動

①鉄砲山古墳発掘調査終了。稲荷山古墳の墳頂部外構工事が完成し供用開始。
②埼玉古墳群総括報告書の原稿執筆終了。平成２９年度に完工予定。
③国宝武蔵埼玉稲荷山古墳出土品を中心に学芸員およびボランティアが解説。
④テーマ展、最新出土展、企画展ともに観覧者が前年比15％増。
⑤さきたま講座11回実施932人
⑥出前授業22校1,101人、自由研究相談窓口40人
⑦まが玉セット販売個数12,629個（昨年度年間10,947個）
⑧「まが玉づくりと国宝見学」チラシ配布（県内小学６年対象、７月）

収蔵資料総点数
（H28.3末現在）

平成２７年度

収集資料点数

職員数

（学芸員数）

①鉄砲山古墳発掘調査実施中。稲荷山古墳の墳頂部外構工事中
②埼玉古墳群総括報告書刊行委員会を開催。原稿執筆作業実施中
③国宝武蔵埼玉稲荷山古墳出土品の公開
④テーマ展19,620人、最新出土品展15,310人、企画展15,636人（開催順）
⑤さきたま講座８回実施662人
⑥出前授業22校1,101人、自由研究相談窓口40人
⑦まがたまセット販売個数11,849個（昨年度年間10,947個）
⑧「まが玉づくりと国宝見学」チラシ配布（県内小学６年対象、７月）

職員一人あたりの県民人口

利用者一人あたりのコスト

21箱
11,602,200円

35,488,000円

18,948,000円2,221箱

7,514,000円

基礎データ

30.3万人

308円

1.58%
県民人口に対する利用者割合





基礎データの記入方法

(1)～(3)はH28年度の数値

※(1)総予算額は事務局費＋博物館費

※(2)事業経費は博物館費のみ

※(3)特定財源予算額は予算計上された歳入の額

※(4)「利用者一人あたりのコスト」＝H27総予算額÷H27入館者数

※(5)「県民人口に対する利用者割合」＝H27利用者数÷H28.4.1推計人口


